
ぼくは「ごちそう にこにこ 列車」のイラストを書きました。テレビのCMでUNICEF募金
のことを知りました。ぼくは日本にたまたま生まれることができて毎日３回あたりまえ
のようにごはんを食べて、おいしいおやつやジュースものめます。でも世界には１日１
回のごはんもたべれなくて、きれいな水ものめなくて死んでしまう子どもたちが沢山い
るとママパパから教えてもらいました。ぼくはおなかがすくと、頭がボーっとして にこ
にこ 笑えません。ママがいつも「にこにこ 笑顔はまわりに伝線していくよ。笑ってると
Happyがあつまってくるよ！」と言います。ぼくは世界中の人がHappyになれるよう「ご
ちそうにこにこ列車」があったらいいなーとすぐに思いつきました。
はたらいてる人はもちろん にこにこ 笑顔です。太陽光パネルや水のろ過そうち、人工栽
培の技術をフルパワーに生かして自給自足しながら世界中を巡る動くキッチンです！
ひいばあちゃんが「体が元気で にこにこしてたら あとのことは何とでもなるさ」と言い
ます。ぼくはこの動くキッチンで世界中の人をおなかいっぱいで幸せな気もちにしてあ
げます‼
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